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針葉樹が混交する針広混交林あるいはエゾマツと

トドマツから主に構成される針葉樹林が， 水平的

あるいは垂直的な温度勾配に沿って分布する

１． はじめに

北海道の森林植生を概観すると， 黒松内低地帯

　　　　

（Ｔａｔｅｗ面

　

１９５８；伊藤

　

１９８７）．

以南， 以西の渡島半島にはブナの優占する冷温帯

　　　　　

北海道中央部に位置する石狩低地帯は， 植生帯

落葉広葉樹林が分布する． 一方， 黒松内低地帯以

　　　　

からみると針広混交林帯に位置するが， 針葉樹の

北．以東には， 温帯性の落葉広葉樹と亜寒帯性の

　　

・

　

混交割合は小さく， 相観的にみると落葉広葉樹が
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優勢である． この落葉広葉樹を中心とする森林

は， かつて石狩低地帯に広く分布していたが， 明

治以後の開拓・開発によって周辺の山地域や丘陵

地を除くとほとんどが消滅している‐ しかし， 石

狩低地帯には植栽によって仕立てられた防風林だ

けでなく， その由来は不明であるが相観的に二次

的自然林とみなされる防風林が比較的多くみられ

る． 後者の多くはいわゆる幹線防風林と呼ばれ，

林帯幅が数１ｏｍにも達し， 農村景観を特徴づけ

る緑地要素として重要な意味を持っている （石川

１９９３）‐

　

近年， 防風林の持つ優れた防風効果が見直され

てきているが （樫山

　

１９６７；田中・宮前

　

１９７０；

吉崎ほか

　

１９９４）， 都市近郊に残された防風林

は， 生物生息空間 （ビオトープ） としての機能や

種多様性の保全という観点からもその価値が再評

価される必要がある．

　

著者らは， 幹線防風林の代表的な林分の一つで

ある千歳市根志越の国有林を対象に， その種類組

成， 群落構造， 立地条件， 動態などの生態学的特

性についての基礎的な資料を得ることを目的に調

査を行ってきた． ここでは， 樹種構成と主要樹種

の個体群構造について報告する．

２． 調査地と調査方法

調査地

　

調査地は千歳市の郊外， 根志越 （北緯４２度５０

分， 東経１４１度４０分） に位置する国有幹線防風林

４７０林班中の， 幅約１８０ｍ， 長さ約４５０ｍ の－続き

の林分である （Ｆｉｇ． １）． この防風林は， 大正１１

年 （１９２２年） に 「風害の防備」 という目的で保安

林に指定された． 水利科学研究所 （１９７６） によれ

ば， 当時の林分は現在のような形の林分ではな

く， 周辺地域は山林であった‐ その後， 周辺が耕

地へと転換するなどして現在のような形状になっ

たことが記されている． また， 保安林として指定

されている部分は， 道路の開削や送電線の設置な

どの人的干渉を一部受けてきたが， 保安林全体に

及ぶような伐採や植栽は行われていない． 調査対

Ｆｉｇ． １． Ｍ［ａｐ
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額ｒｅａｓｓｈｏｗ次江口ｄｂｒｅａｄ；貴）ｒｅｓｔｓ．

象とした林分でも， 植栽あるいは伐根等の人為の

影響は認められなかった．

　

調査地に最寄りの気象観測点（千歳航空測候

所） の１９６３年から１９８０年までの１７年間の気象資料

によれば，（札幌管区気象台

　

１９８２）， 年平均気温

は６．１℃， 最寒月 （１月） の平均気温は－７．８℃，

最暖月 （８月） の平均気温は１９．８℃である． 暖か

さの指数 （吉良

　

１９４８） は５７．３℃・月であり， 温

量的に冷温帯中部に相当する． 年平均降水量は

１１６７ｍｍで， 北海道では平均的な値を示す （大

川

　

１９９２）．

　

土壌母材は， 樽前山の火山噴出物に由来する降

下軽石である（北海道火山灰命名委員会

１９７９）． 深さｌｍ以内に不透水層は見られず排水

は良好で， 土壌の水湿状態としては適湿に区分さ

れる．

　

調査林分の林床では， オシダＤ７ｙｏ鰯ｅｒｉｓ
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的に湿性の立地に分布の中心を持つ種が優占す

る． 高木層ではハンノキＡＺれ“ｓ
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観的に優占する種はみられない． 特徴的な樹種と
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し て， 国 蝶 オ オ ム ラ サ キ Ｓαｓαた幻

　

ｃんαｒｏねαα

（Ｈｅｔ航ｔｓｏｎ） の幼 虫の食樹 である エ ゾエノ キ

Ｃｅｚｆｚｓ

　

ｉｅｚｏｅれｓｉｓが生育しているほか， 亜高木層

から低木層にかけて絶滅危倶ＩＢ類 （環境庁自然

保護局野生生物課１９９７） に指定されているクロビ

イタヤＡｃｅｒｍｚｙαるｇｉが多数生育している‐

調査方法

　

１９９８年９月， 調査地に面積８５００ボの固定調査区

を設定した． 固定調査区内の樹高２ｍ以上の樹

木個体について， その種名を記録し， 位置， 樹

高， 生枝下高， 胸高直径を測定し， 個体分散図を

作成した．

　

調査プロット内の地形を記載するために， 調査

区を５ｍ四方の小方形区に細分し， 各小方形区

の交点でレベル測量を行った．

解析方法

１） 優占種の決定

毎木調査の結果から，総合優占度（相対胸高断

面積と相対密度の平均） を算出した． この値に基

づき， 大沢ほか （１９７１） の方法にしたがって優占

種を決定した‐

２）多様性指数

　

種の豊富さ （Ｇ１ｅａｓｏｎ

　

ｌ９２２） と多様度 （Ｓｈｚｍ‐

ｎｏｎ関数：Ｐｉｅｌｏｕ

　

ｌ９６９，１９７４，１９７５；木元 １９７６）

を算出した．

３） サイズクラスとギャップ

樹木個体をその樹高から幼木， 亜林冠木， 林冠

木に三分した：幼木， 樹高２ｍ以上８ｍ未満；

亜林冠木， 樹高８ｍ以上１６ｍ未満；林冠木， 樹

高１６ｍ 以上．

小方形区 （５ｍ四方） を単位とし， 林冠木の

有無によって林冠部とギャップに二分した．

　

幼木の密度とギャップとの間の相関を， 対数尤

度比検定 （Ｇ‐検定） によって検討した．
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３． 結

　　

果

固定調査区の地形

　

固定調査区の地形は起伏に乏しく， 高度差はわ

ずか１‐７ｍ であった （Ｆｉｇ． ２）． 方形区の中央部

に自然堤防と考えられる凸部があり， その北側は

南側に比べて一段低くほぼ平坦であった． また，

凸部の南側もほぼ平坦であった‐

樹種構成

毎木調査の結果， 高木種１３種， 亜高木あるいは

低木種１６種， 計２９種１８０４個体が記録された （Ｔａ‐

ｂｌｅｌ）‐ 種の総合優占度に基づき， 大沢ほか

（１９７１） の方法にしたがって優占種を決定した．

その結果， 次に挙げる１３種が優占種として抽出さ

れた （総合優占度の順） ；クロビイタヤ， ハルニ
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ゴマユミ Ｅ“ｏ７ｚツ粥“ｓ

賜鯛”ｓｆｃＺＺＺＺα云ｏ－αｅ賜α郷ｓ，
ミ ズナラ，

オニ グル

ミＪｉ“ｇおれｓ

　

の郷砺球ｏＺ幻，
シ ウリ ザク ラ Ｐｒ”れ”ｓ

ｓｓｚｏｒｚ， ハ シ ド イ ＳｙｒＺ礎ずα

　

ｒｅｔｉｃ賜α≠α，
ハ ン ノ

キ
，

ヤチ ダモ
，

ハリ ギリ 嵐鰯ｏｐαれαェ

　

ｐｉｃ≠“ｓ． こ

れら１３種のうち， 高木種はハルニレ， イタヤカエ

デ， キタコブシ， ミズナラ， オニグルミ， ハンノ
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Ｆｉｇ． ３． Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙｄｉｓｔｄｂｕｔｉｏｎｏｆｓｔｅ］ｍｄｉａｍｅｔｅｒａｔｌ．３ｍｈｅｉｇｈｔ（ＤＢＨ）ｏｆｅｉｇｈｔｍａｊｏｒｔｒｅｅｓｐｅ‐

ｃｉｅｓｉｎｔｈｅｐｌｏｔｏｆｏ．８５ｈａｉｎＣｈｉｔｏｓｅ，ｃｅｎｔｒ
副 Ｈｏも山；ａｉｄｏ．

キ， ヤチダモ， ハリギリの８種であった． 以後，

これら８種を主要高木種とする．

種多様性

　

固定調査区の毎木調査の結果から算出した種の

豊富さ， 均等度， 優占種数を， 北海道の落葉広葉

樹林の代表的な極相種であるミズナラ， シナノ

キ， ハルニレ， それぞれが優占する林分で得られ

た値 （並川

　

１９９９） と比較した （Ｔａｂｌｅ２）‐ 固

定調査区を除いて‐各項目の最大値をみると， 種の

豊富さはハルニレ林の６．０９， 均等度と優占種数は

シナノキ林のそれぞれ２‐４９と９種であった． 固定

調査区での種の豊富さは６‐６２， 均等度は２．８０， 優

占種数は１３種であり， 何れの数値も上に挙げた値

と比べて高い値を示していた．

主要高木種の胸高直径階頻度分布

　

主要高木種８種の胸高直径階頻度分布（以後直

径階分布と略す） をみると， ハルニレ， キタコブ

シは小径木に富む典型的な逆Ｊ型の直径階分布

を示していた （Ｆｉｇ． ３）． イタヤカエデの直径階

分布も小径木に富み， ハルニレやキタコブシと類

似の分布を示していた‐ 一方， ヤチダモ， ハンノ

キ， ミズナラ， オニグルミはいずれも小径木に乏

しく， 胸高直そ墓２０ｃｍ から３０ｃｍ にモー ドを持つ

－山型の分布を示じていた． ハリギリも－山型に

近い分布を示したが， 複数のモードが見られる点

で特徴的であった．

主要高木種の空間分布と地形

主要高木種の空間分布と地形との関係から， 主

要高木種は次に示す４つのグループに分けられた

（Ｆｉｇ‐ ４） ；

（１） 自然堤防の北側低地に偏って分布するハンノ

キとミズナラ，

（２） 自然堤防の南側低地に偏って分布するイタヤ

　

カエデや，

（３） 自然堤防に沿って分布するオニグルミ，

（４） 地形と独立に分布するキタコブシ， ハルニ

　

レ， ハリギリ， ヤチダモ．

　

地形の高低を基準にみた場合， 主要高木種のう

ち少なくとも４種， すなわち， ハンノキ， ミズナ

ラ， オニグルミ， イタヤカエデの分布の中心は，

この順に高くなる傾向を示した‐
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ｏｐｙｓｔａｔｅｓ ａｌｌｄｓａｐｌｉｎｇｏｆ 切粥秘ｓｊαｐｏル

にα ｏｐｅｎ ａｎｄｓｈａｄｅｄｓｕｂ－ｐｌｏｔｓ （５ｍｘ

５ｍ） ａ鳶 ｇａｐａｎｄｃａｎｏｐ％ ｒｅｓｐｅｃｔｉｖｅｌｙ

幼木の分布と林冠状態

胸高直径階分布が逆Ｊ型の分布を示した種

（キタコブシ， ハルニレ， イタヤカエデ） は， 相

対的に小さなサイズの個体に富み， 旺盛な更新を

示していた． これら更新個体 （幼木） の密度と，

一般に更新の場として重要であると考えられてい

るギャップとの相関を検定した （Ｇ‐検定；

Ｆｉｇ． ５およびＴａｂｌｅ３）． 何れの種でも， 幼木の

密度とギャップとの間に相関は認められなかっ

た‐

４． 考

　　

察

主要高木種の胸高直径階分布と更新過程

調査区の主要高木種は， 胸高直径階分布の形か

ら 異 な る２つ の グ ル ー プ に 分 け ら れ た

（Ｆｉｇ． ３）． このうち， 一山型の直径階分布は，

相対的に短い期間に比較的広い範囲で一斉に更新

する種に一般的な分布型である‐ 一方， 逆Ｊ型

の分布は， 連続的に更新が起こる場合， あるいは

ギャップ形成とその後の更新が比較的頻繁に起こ

る種に一般的である‐ しかし， 逆Ｊ型を示す種

の更新個体 （幼木） の密度とギャップとの間に相

関は認められなかった． 幼木の密度がギャップと

独立なのは， 調査区内にギャップ（林冠木を欠く
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区画） が多数存在し（Ｆｉｇ． ５）， 光が直接・間接

に森林下層まで届き， 相対的に耐陰性の低い樹種

でもギャップと独立に更新可能であることを示唆

している．

主要高木種の分布と地形

優占種として抽出された主要高木種の生育立地

を， これまでに報告されてきた結果から以下に示

す． 石狩低地帯北部での恒屋 （１９９６） の研究によ

れば， ハンノキは低地泥炭土上に， ヤチダモは低

地泥炭土と灰色低地土上に， ハルニレは灰色低地

土上に分布する。 泥炭土の発達は恒常的な滞水

に， 灰色低地土の発達は頻繁な滞水による土壌の

還元 （グライ化） に依存することから， この３種

は相対的に湿性の立地に分布の中心を持つ。 －

方， ミズナラは一般に相対的に乾性の立地， 例え

ば尾根部に発達するＢＢ型土壌（乾性褐色森林

土） やＢｃ型土壌 （弱乾性褐色森林土） 上に分布

の中心を持つ （久保ほか

　

１９５８；木立ほか

１９５８；牧野

　

１９６３）． 他の主要高木種の立地をみ

ると， オニグルミは相対的に湿性の， イタヤカエ

デ， ハリギリ， キタコブシは中湿性の立地に分布

の中心を持つ （伊藤

　

１９８７）． これらの結果か

ら， 固定調査区の主要高木種を乾湿傾度に沿って

順に挙げると， 湿性の立地から乾性の立地に向か

いハンノキ， ヤチダモ， ハルニレ， オニグルミ，

イタヤカエデ， ハリギリ， キタコブシ， ミズナラ

と配置される．

　

上に示した主要高木種の乾湿傾度に対する分布

と， 本調査区で得られた結果との間には矛盾が存

在する． 例えば， ミズナラは一般に乾性立地に分

布の中心があるのに対し， 地形から見る限り相対

的に湿性立地の北側低地に集中班を形成してい

た． 一方， ハルニレは一般的に湿性の立地に分布

の中心があるのに対し， 本調査の結果は地形と独

立で， 相対的に乾性の立地と考えられる調査区南

部の平坦地にも多くの個体が分布していた． これ

らの事実は， 地形から推定した乾湿傾度では主要

高木種の分布を説明できないことを示している‐

種多様性

　

調査対象とした根志越の林分は， 北海道の他地

域の落葉広葉樹林と比べ， 種の豊富さ， 多様度，

優占種数ともに最も高い値を示した （Ｔａｂｌｅ

２）． このことは， 対象とした林分が様々な樹種

の混交する高い多様性を持つ森林であることを示

している． このような多種の共存のメカニズム

を， 得られた結果から以下に予察的に説明する‐

　

胸高直径階分布から推定した主要高木種の更新

様式は， 一斉更新あるいは連続更新であった．

ｌｓｍ【ａｗａ ＆ｌｔｏ（１９８９） は， 野幌の針広混交林に

おいて， 構成個体の樹齢構成から， 針葉樹と広葉

樹の共存がこれら異なる生活型を持った種の更新

様式の違いに由来することを示した． すなわち，

針葉樹であるトドマツは相対的に大きな撹乱に

よって一斉に更新するのに対し， 広葉樹種は相対

的に小さな撹乱によって連続的に更新し， 大規模

撹乱と小規模撹乱の適当なバランスによってトド

マツと広葉樹の共存が保たれていると結論した．
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並川

　

蒐司・藤本

　

典久

したがって， 本調査地でみられた多種の共存も，

主要高木種が異なる更新様式を持つことに一つの

原因があることが推定される．

　

多種の共存を説明する一つの仮説として， 空間

的 不 均 質 性 が あ る （Ｒｉｃｋｌｅ危１９７７；Ｇｍｂｂ

　

ｅｔ

ａｌ．１９８２）． この仮説によれば， ある一定面積の

範囲の中には， 相互に異なる物理環境を持つ微小

生育地が多数含まれる． ある微小生育地では， そ

の物理環境に最も適応的な種が他の種を排除して

優占することから， 多種の共存は微小生育地の物

理環境の不均質性に依存すると考えられている．

本調査の結果でも， 種の分布パターンにはそれぞ

れ特徴が認められた． しかし， 単に高度を水分傾

度とみなした場合， 一般的に考えられているバ

ターンとは矛盾がみられた． このことは， 土壌の

物理化学性を含めた様々な面からのより詳細な環

境測定が必要であることを示唆している．

摘

　　

要

１．北海道中央部に位置する冷温帯落葉広葉樹林の一林

分を対象に，樹木個体の個体群構造と空間分布を解析

した．

２．調査対象とした林分に，面積０．８Ｅ遁ａの調査区を設

定し，高さ２ｍ以上の樹木個体について胸高直径， 樹

高，調査区内の位置を測定した．また， レベル測量に

よって地形の記載を行った‐

３‐ 毎木調査の結果，調査区内で２９種の樹木の出現が確

認された．相対胸高断面積および相対密度に基づいて

優占種を決定した結果１３種が優占種として抽出され

た‐

４‐調査区の種の豊富さ，多様度指数， 優占種数を他の

冷温帯落葉広葉樹林で得られた値と比較した結果，調

査区の林分の値はいずれも高い値を示していた‐

５‐ 優占種のうち高木種である８種， イタヤカエデ， オ

ニグルミ， キタコブシ， ハリギリ， ハルニレ， ハンノ

キ， ミズナラ， ヤチダモを主要高木種とした．

６‐主要高木種８種は，胸高直径階分布の型によって次

の２つのグループに分けられた： （１） 逆Ｊ型の分布

を示し小径木に富む種（イタヤカエデ， キタコブシ，

ハルニレ），（２）一山型の分布を示す種（オニグル

ミ， ハリギリ， ハンノキ， ミズナラ）‐

７‐主要高木種８種のうち，４種の個体の空間分布は調

査区の微地形と相関を示し， 標高の低い方から順にノ、

ンノキ， ミズナラ， オニグルミ， イタヤカエデの順に

分布する傾向が認められた．

８．調査区の林分が高い種多様性を示す要因として， 主

要高木種が異なる更新様式（一斉更新と連続あるいは

ギャップ更新）を示すことと空間的不均質性が重要で

あることを論議した．
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札幌管区気象台（１９８２）北海道の気候（１９８２年版）‐ 札幌

　

管区気象台，札幌‐

水利科学研究所（１９７６）都市化地域防風林の整備調査報

　

告書． 札幌営林局， 札幌．

田中一夫‐宮前和憲（１９７０） 海岸防災林の飛砂固定に関

　

する実験的研究‐ 砂丘研究

　

１６（２） ：３２一３９‐

ｌａｔｅｗａｌｄ，Ｍ‐ （１９５８） Ｆｏｒｅｓｔｅｃｏｌｏきけｏｆｔｈｅｉｓｌａｎｄｓｏｆｔｈｅ

　

ｎｏｒｔｈｐａＣ近ｃｏｃｅｚｍ．ＪｏｕｒｎａｌｏｆＦａｃｕｌ方ｏｆＡｇｄｃ司ｔｕｌｅ，

　

Ｈｏｋｋ粗ｄｏＵＤｉｖｅｒｓｉ毎，５０：３７１一４８６，３（中ｌａｔｅｓ‐

で山中ａｎ，Ｄ‐（１９８２）Ｒｅｓｏ皿ｃｅｃｏｍｐｅｔｉ錠ｏｎａｌ・ｄｃｏｍｍロキキｉ方

　

ｓｔｎｕｃｂ［ｌｒｅ‐Ｐ士郎ｃｅｔｏｎＵｎｉｕＰｒｅｓｓ，
Ｐロロｃｅｔｏｎ，ＮＪ．

恒屋冬彦（１９９６） 北海道石狩町生振の低地に成立する森

　

林群落について－主な樹種の分布様式と生育地の特性

　

一． 日本生態学会誌，４６：２１一３０．

吉崎真司・村井宏・河合英二（１９９４）砂漠地域における

　

防風‐防砂林造成のための風洞模型実験‐森林立

　

地，３６：４１－５４

（本学助教授

　

札幌校）

６９


